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　イエスの口から出た一
ひとこと
言が、険

けわ
しい空気を一変さ

せることになった。義に駆られ、悪は断罪すべきと
する鋭い眼

まな
差
ざ
しは、目つぶしでもくらったかのよう

に力を失った。その場に残ったイエスと女を、穏や
かな空気が包んでいた。
　神殿の境内でイエスが教えておられると、男たち
が姦
かんつう
通の現場で捕まえたという女を真ん中に引き出

し、イエスに詰め寄る。「先生、…こういう女は石
で打ち殺せと、モーセは律法の中で命じています。
…あなたはどうお考えになりますか」。もしイエス
が、「石で打ち殺せ」と命じれば、私刑を禁ずるロー
マの法に違反する。しかし、もし「赦してあげよ」
と言えば、律法を犯すことになる。法のあるところ
法は支配し、法を破れば法によって裁かれる。それ
はイエスといえど免

まぬが
れることはない。

　イエスはかがみ込んで、地面に指で何やら書き始
められる。訴え続ける者たちに、身を起こして言わ
れる。「あなたたちの中で罪を犯したことのない者
が、まず、この女に石を投げなさい」。「この女に石
を投げよ」と命じられる。「赦してあげよ」ではな
かった。一瞬、男たちは怯

ひる
んだであろう。しかし、「あ

なたたちの中で罪を犯したことのない者が、まず」
である。この一言が、イエスを罠

わな
に陥れようとする

者たちの気を挫
くじ
くことになった。女に石を投げて良

い。しかし、まず自らを問うてみよ、と。自分を義
ただ

しいとする思いからくる憤
いきどお
りは、自分に咎

とが
めを感じ

た瞬間に収まったのである。
　罪とは「人間はみんな罪人だからなぁ」などとい
う、痛くも痒

かゆ
くもない話ではない。そうした罪の理

解が、「だから、そんなに責めるなよ」となり、加

害者に甘い空気を生むことになる。罪の本体は身を
隠し、律法によって機会を捕らえて人を欺

あざむ
き、法を

使って人を死に至らせる。しかし、イエスの一言で、
訴える者たちに潜

ひそ
んでいた罪の正体が現れ憤

ふんど
怒を鎮

めることになった。空中に勢力を持つ霊に欺かれて
人を責め続ける邪

じゃき
気は払われ、我に返ったかのよう

に、年長者から順に、一人また一人と去っていった。
　イエスが女に尋ねる。「婦人よ、あの人たちはど
こにいるのか。だれもあなたを罪に定めなかったの
か」。女は「主よ、だれも」と応える。するとイエ
スは、「わたしもあなたを罪に定めない」と言われる。
彼女を裁くことのできる唯一の方が、「あなたを罪
に定めない」と仰

おっしゃ
る。罪を犯したゆえに裁かれるは

ずの女は、イエスによって解放された。
　イエスの言

ことば
は、自分を義

ただ
しいと思い込み、他人を

裁き続ける者に自分の罪を思い起こさせ、裁きに服
するしかないと思っていた罪人を解放する。だれで
あれ自分にも罪があることを認めるならば、他人を
安易に裁くことなどできないことが分かるであろ
う。
　パウロは自分の体を「死に定められたこの体」
（ローマ7：24）と叫んだ。人は、その罪の体から救
われたいと願う。それは、キリスト・イエスに結ば
れている者たちに実現している（ローマ8：1）。
　教会はキリストによって罪から救われた人の集ま
りである。その教会に、キリストから「地上で罪を
赦す権威」が委託されている。「わたしもあなたを
罪に定めない」という主イエスの言

ことば
が力強く宣言さ

れ、罪赦された者たちの自由で穏やかな風が吹いて
くることを祈る。� （神戸布

ぬのびき
引教会牧師）
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自由の風よ、吹け
　あなたたちの中で罪を犯したことのない者が、まず
� （ヨハネによる福音書8章1〜11節）

� 𠮷
よし

　平
ひら

　敏
とし

　行
ゆき

説　教説　教


